
甦る白瑠璃！コラレンの世界
～ 幻の近代輸出陶磁器 ～

コラレンとは英語で「珊瑚のような（coralene）」という意味で

す。これは器面に施された細かなガラスビーズが珊瑚に似ている

ことからきています。ブランド名やメーカー名等ではなく装飾技法の

一種になります。コラレンは作陶に繊細で難度の高い装飾技術を

要するため、現存する作品数が少ないことが特徴として挙げられ

ます。オールドノリタケや名古屋製陶所、松風陶器等の近代輸

出陶磁器の中でも他を凌駕する精緻な技術とデザインの美しさを

持っています。

その作陶方法は磁器を絵具で塗りつぶしてデザインにあったガラス

ビーズを貼り付けた後に、金彩で囲んで仕上げるというものです。

こうして出来上がったコラレンはガラスビーズの施された部分が、光

の入る角度によって色が変化し浮き上がって見え、キラキラと輝き

ます。その優美なデザインが見るものを魅了し人気を博しました。

コラレンの裏印には特許番号が付与されていますが、これは横浜

や名古屋にあった米国商社・ヴァンタイン商会が1907年に日本

の特許庁へ、1908年にアメリカ特許庁に特許をそれぞれ申請し

たものです。現在コラレンの裏印は7種類確認されていますが

「USパテント91217」のものが完成度も高いと言われており、人

気のコレクターズアイテムとなっています。

当時コラレンを作陶した工場や商社等のうち現存するのはごくわ

ずかであり、陶磁器に関連する資料の多くは名古屋大空襲により

消失してしまい、正確な輸出時期や原産地等を特定できる資料

は見つかっておりません。
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